
自然に触れて
癒される

　

水
辺
の
町
、
利
根
町
を
象
徴
す
る
公
園

で
す
。池
に
は
木
道
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

季
節
ご
と
の
風
景
を
歩
き
な
が
ら
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
初
夏
の
古
代
ハ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

親
水
公
園
で
す
が
、
春
に
は
桜
、
５
月
頃

に
は
カ
キ
ツ
バ
タ
や
ア
ジ
サ
イ
、
ヒ
メ
ス

イ
レ
ン
な
ど
も
咲
き
ま
す
。
ベ
ン
チ
や
東

屋
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
シ
ー
ト
や

簡
易
テ
ン
ト
を
広
げ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
も

あ
り
、
お
弁
当
を
広
げ
て
の
ん
び
り
と
過

ご
せ
ま
す
。

　

野
鳥
が
よ
く
訪
れ
、「
飛
ぶ
宝
石
」
と

言
わ
れ
る
美
し
い
カ
ワ
セ
ミ
の
姿
も
時
々

見
ら
れ
ま
す
。
甲
高
い
声
が
特
徴
の
カ
ワ

セ
ミ
。鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
澄
ま
せ
て
、

水
辺
の
鳥
を
探
し
て
み
る
の
も
、
親
水
公

園
の
楽
し
み
方
の
一
つ
で
す
。

　

堤
防
沿
い
に
広
が
る
利
根
緑
地
運
動
公

園
は
、
広
さ
が
魅
力
の
公
園
で
す
。
ポ
ー

ル
内
の
ス
ペ
ー
ス
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
と

し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
テ
ン
ト
の
設
営

も
可
能
な
の
で
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。天
気
の
良
い
日
に
、

ア
ウ
ト
ド
ア
用
の
イ
ス
と
テ
ー
ブ
ル
を
持

参
し
て
、
外
で
の
ラ
ン
チ
や
お
茶
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

直
火
の
禁
止
や
、
水
道
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
用
具
と
食
器
洗
い
は
禁
止
な
ど
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
楽
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア

時
間
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

　

旧
利
根
町
役
場
跡
地
約
２
０
０
０
平
米

の
敷
地
に
、
柳
田
國
男
が
少
年
時
代
を
過

ご
し
た
旧
小
川
家
の
母
屋
と
土
蔵
が
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
母
屋
は
会
議
、
講
座
、

宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
で
き
、
敷
地
の
奥

に
あ
る
土
蔵
に
は
國
男
に
ま
つ
わ
る
貴
重

な
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
読
書
家
と
し
て
有
名
な
國
男
は
、
こ
の

小
川
家
の
土
蔵
の
中
で
体
験
し
た
読
書
歴

を
「
第
二
の
濫
読
時
代
」
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。　
　

　
土
蔵
の
前
に
は
國
男
が
14
歳
の
時
に
神

秘
的
な
体
験
を
し
た
と
い
う
石
の
祠
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
体
験
は
國
男
の
著
書
『
故

郷
七
十
年
』
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。
國
男
が
布
川
で
過
ご
し
た
２
年
間
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
著
書
を
読
ん
で
か

ら
訪
れ
て
み
る
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

住所：中谷 1628

利用時間（ゲート開閉時間）
午前 9 時～午後 6 時 (4 月から 9 月 )　
午前 9 時～午後 4 時 (10 月から 3 月 )
予約不要、無料

月曜日は利用できません。ただし国民の祝
日が月曜日にあたる時は、その翌日が利用
できません。
天候不良時、増水時も利用できません。

時 間 ：【見学】午前 9 時～午後 4 時 30 分
使 用 料：【見学料】無料

　

徳
満
寺
（
真
言
宗
）
は
、
元
亀
年
間

（
１
５
７
０
年
～
）
祐
誠
上
人
が
中
興
し

た
寺
で
、
当
初
は
今
の
門
前
に
建
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
地
を
治
め
て
い
た

豊
島
氏
が
滅
ぶ
と
府
川
城
跡
（
現
在
の
場

所
）
に
寺
を
移
し
ま
し
た
。
本
堂
（
地
蔵

堂
）
に
は
、
地
蔵
菩
薩
が
安
置
さ
れ
「
子

育
て
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。　
　

　
國
男
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
「
間

引
き
絵
馬
」
は
客
殿
の
廊
下
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
國
男
は
著
書
『
故
郷
七
十

年
』
の
中
で
、
布
川
で
の
生
活
で
印
象
に

最
も
強
く
残
っ
て
い
る
の
は
こ
の
絵
馬
で

あ
り
、「
子
ど
も
心
に
理
解
し
、
寒
い
よ

う
な
心
に
な
っ
た
こ
と
を
今
も
覚
え
て
い

る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
利
根
川
図
志
」
の
著
者
で
あ
る
赤
松

宗
旦
の
生
家
を
復
元
し
た
建
物
で
す
。
赤

松
宗
旦
は
、
布
川
に
住
み
医
業
を
営
む
か

た
わ
ら
利
根
川
流
域
に
ま
つ
わ
る
歴
史
・

伝
説
・
地
理
を
調
査
し
、『
利
根
川
図
志
』

の
編
集
に
あ
た
り
ま
し
た
。こ
の
建
物
は
、

町
指
定
文
化
財
と
し
て
一
般
に
公
開
し
て

お
り
、
室
内
に
は
、
赤
松
宗
旦
の
書
い
た

利
根
川
図
志
・
銚
子
日
記
な
ど
の
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
國
男
が
小
川
家
の
土

蔵
の
中
で
『
利
根
川
図
志
』
を
読
ん
だ
時

の
こ
と
を
「
大
い
な
る
好
奇
心
を
以
て
、

最
初
に
読
ん
だ
本
が
こ
の『
利
根
川
図
志
』

で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

柳田國男（1875 ～ 1962）
「日本の民俗学の父」と呼ばれ
る柳田國男は、兵庫県に生まれ
ました。13歳の時に故郷を離れ、
布川の小川家で医院を開業して
いた長兄のもとに移り住み、多
感な少年期の約２年間をここ利
根町で過ごしました。その頃、
赤松宗旦が著した「利根川図志」
など多くの書物を読みふけりま
した。また、徳満寺の「間引き
絵馬」に触れた衝撃など、布川
でのさまざまな体験が民俗学を
志す原点となったと言われてい
ます。主著には、「遠野物語」・「日
本の祭」・「先祖の話」・「海上の
道」など数多くあります。

□ 場所のみの提供。バーベキュー用具の
　 用意はありません
□ 決められた場所（ポール内）以外での　
　 バーベキューは禁止です
□ 使用した炭や食材などのゴミは必ず
    持ち帰りましょう
□ 水道でのバーベキュー用具や食器洗いは
    禁止です
□ 花火、ゴルフ、大音量で騒ぐなど
    迷惑になる行為は禁止です

柳田國男が少年時代に大きな影響を受
けた間引き絵馬。飢餓による間引き（子
殺し）の様子が描かれている。奉納し
た年、作者、徳満寺に奉納された経緯
などはわかっていない

時 間：午前 9 時～午後 4 時 30 分
休 館 日：月曜日・祝日・年末年始
見 学 料：無料

古代ハスの見ごろ 7月～
8月

ヒメスイレンの見ごろ 5月～ 6月

國男が神秘的な体験をしたという
祠。中に入っていた氏神の玉は復
元したものが土蔵内に、本物は利
根町歴史民俗資料館にてそれぞれ
展示されている

住所：布川 4955 ～ 4650-1 地先

ios の方はこちら android の方はこちら

紹介した場所以外にも、町内には
たくさんのお散歩スポットがあ
ります。利根町観光アプリでは
ワードやカテゴリから検索する
ことも可能！ぜひご利用くださ
い（アプリは無料ですが別途パ
ケット通信料が発生します）

木に止まる鳥のさえずりが心地良く、
名前のとおり「森」にいるように感じ
られる公園です。こちらも滑り台とベ
ンチが設置されています。

利根ニュータウンの住宅街の中央にあ
る、爽やかな風が気持ちよく吹き抜け
る公園です。芝生の上やベンチに座っ
てゆったりと過ごすことができます。

04　森の公園 03　風の公園
住所：布川 2100-18住所：布川 2161-40

住宅街にある気持ちの良い公園

01　利根親水公園
住所：布川 1787-1

05　柳田國男記念公苑

02　利根緑地運動公園
住所：布川 3304

06　徳満寺

住所：布川 3409-1

07　赤松宗旦旧居跡

利根町観光アプリ「ぶらっとね」

利根町でデイキャンプができる！

まちの歴史に
触れる

4令和 4年 4月（No.697）5 令和 4年 4月（No.697）


